


止め具CⅠ、CⅡ-N

４　固定手順

〈接着剤による施工　ーコンクリート・金属・各種ボードなどー 〉

１.止め具の切欠部（ツメの長い側）を、CⅠは連結孔のない側に、CⅡーNは基材枠のない側に合わせ、
　ツメを本体基材枠にはめ込みます。

２.もう片方のツメを、CⅠは連結孔側に、CⅡーNは基材枠のある側に合わせ、本体にはめ込みます。
　※止め具と本体に余裕を持たせます。（はめ込んでも止め具がスライドできるようにしてください。）

３．止め具は本体１個につき、２個以上使用します。

4.止め具（裏面）に接着剤を塗布します。
　※接着剤は、被着体の材質に合わせたものを選定してください。

5.前述の「❸ハトプロテクターの基本配置について」に従って、ハトプロテクターを設置面に押圧して、接着
　固定します。

〈釘打ちによる施工　ーコンクリート・各種ボードなどー 〉

１.接着剤による施工と同様に、止め具を本体にはめ込みます。

２.止め具の孔に釘をハンマーにて打ち込み、設置面に固定します。

〈クランプによる施工　ーH型鋼・C型鋼などー 〉

１.クランプのウチワボルトをゆるめて間隔を広げます。

２.クランプ中央孔に本体の内側針を通します。

３．クランプの歯型部とウチワボルトの間に
　被着体（H型鋼など）を挟み込みます。

4.クランプのウチワボルトを締め上げて
　被着体に固定します。

※被着体の厚みは３５㎜以内です。
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５　設置例

ハトにエサをやらないで！
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※本体CⅠ型を2枚連結する際は、
　本体2枚に対してクランプ3ヶで固定できます。
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・ハト（ドバト）について
鳥獣保護法により野生のハトの捕獲や、卵やヒナがいる巣の排除は禁止されています。しかし、生活環境への被害が著しい場合は、有害鳥獣捕獲の
手続をとって卵やヒナごと巣を排除することも可能です。詳しくは、お住まいの市町村の担当課にご相談ください。
・足環（リング）の付いたドバトを見つけたら
書かれている文字が「JPN＝（社）日本鳩レース協会」「NIPPON＝（社）日本伝書鳩協会」のハトです。それぞれの事務所にお問い合わせください。
（社）日本鳩レース協会【JPN】　℡0120-810-118　（社）日本伝書鳩協会【NIPPON】　℡03-3801-2789

<販売代理店>お問い合わせはこちらまで

産業用品事業部　営業部　産業用品営業所
http://sekisui-techno-molding.jp
東日本

中部・西日本

〒105-8450  東京都港区虎ノ門2-3-17（虎ノ門2丁目タワー）
TEL.03（5521）0738　FAX.03（5521）0739　
〒530-8565  大阪市北区西天満2-4-4（堂島関電ビル）
TEL 06（6365）4665  FAX 06（6365）4667

ハトはエサがたくさんあ

ると栄養状態がよくなり、

過剰に繁殖をします。エサ

をやらずに見守ってあげ

ましょう。
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